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茨城県理容生活衛生同業組合
　茨城県理容生活衛生同業組合（安藤昌典
古河支部境地区長）が各小中学校に、読書
の時に役立てて欲しいと、しおり 1,000 枚、
しおり入れケース 10 個を寄贈されました。 

6/27・7/25
読売センター境古紙提供読者一同が寄付
　読売センター境古紙提供読者一同がコロナ対策に役
立ててほしいと、古紙回収で得た 52,960 円（2 カ月分）
を寄付されました。 

5/30
ハーチ株式会社 English Hub 編集部が寄付
　ハーチ株式会社 English Hub 編集部が教育に役立
ててほしいと町に 5 万円を寄付されました。

「トレーラーハウス」「災害用トレーラー」
貸与で三鷹市から感謝状授与

7/8
光山茂さんが展覧会

「消えた街の風景」開催

6/23

寄　付

6/14 ～ 6/19

　境町から三鷹市に対し「トレーラーハウス」と「災
害用トレーラー」各 1 台を、新型コロナウイルス感
染拡大に伴う PCR 検査の支援施設として 1 年半に
わたって貸し出しを行ったことに対し、医療崩壊を
防ぐ一助になったとして、三鷹市河村市長より橋本
町長に感謝状が手渡されました。貸し出したトレー
ラーハウスは、PCR 検査を行う医療従事者の休憩や
着替えなどに使用され、災害用トレーラーは、被験
者の体調が悪化した際の救護室として使用されまし
た。当初の貸出予定期間よりコロナ感染症流行の長
期化で 1 年以上延長し、今年 1 月 13 日（木）に返
却されました。
　河村市長は「三鷹市の医療が崩壊する一歩手前まで
きていたが、境町の支援によリ免れた。困っている時
に手を差し伸べてくれたことは、市民も含め一生忘れ
ない」と感謝の意を述べられました。

宮本町で行われた式典の様子

宝くじ助成事業活用
宮本町子ども神輿を修復
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　今までの神輿は、昭和 5 年４
月に造られ、約 90 年経ってい
ることから、老朽化が著しく、
今回宝くじの助成金と地区負担
金を併せて修復しました。
　お披露目の式典には、橋本町
長、半村県議会議員、倉持議長
などを来賓に迎えて開催され、宮本町の皆さんなど
多くの方が参加する中、境香取神社禰宜による神輿
清祓いの儀が執り行われました。
※宝くじ助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業と
して、宝くじの受託事業収入を財源として実施され
ている事業です。　

感謝状授与の様子

作品とともに写る光山さん

　元美術教師の光山茂さん
が境町で取り壊される建物
をスケッチし続けた作品を集めた展覧会「消えた街の
風景」が、ふれあいの里ギャラリー夢で開催されまし
た。光山さんは境町出身で、茨城大で絵画、法政大
では日本史を専攻し境町などの中学校で約 30 年にわ
たって美術教師を務めました。会場には木造やレンガ
造りの民家、しょうゆ工場の蔵、銭湯など、70 年代
の懐かしい風景のスケッチを中心に 20 点が並びまし
た。光山さんは「民具や古文書の保護に尽くしたが、
建物までは手が届かなかった。せめて記録に残してお
こうと、76 年からスケッチを始めた。今も古い建物
は 失 わ れ て い る。
往時を懐かしむだ
けではなく、古い
ものの文化的な価
値について考える
きっかけにしても
らえたら」と話し
ていました。
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